
「参院選決戦に全国学生は総決起しよう！！」
斎藤いくま全学連委員長アピール

本日、星野文昭さんの解放

のためにともに声を上げてい

きましょう。

星野文昭さんは多くの方が

知っておられる通り、私たち

全学連の偉大な先輩で、70年

代の闘争を代表する学生運動

のリーダーです。そして今、

沖縄で噴き上がっている「全基地撤去」のこの怒り、この

先頭に立って、まさしく70年代、こういうことが起きるか

ら絶対にこんなことを許してはいけないんだとそういう思

いで闘いの先頭に立ち上がってきた方です。

今この瞬間も彼が獄中に囚われているという中に、この

国がどういう国なのかが示されています。舛添都知事がつ

いに打倒されたわけですけども、やはりこの国がどういう

国だったのか、星野さんが囚われていたということの中に、

すべてが表されていたんだろうと思います。この在り方す

べてを変えていく闘いを僕らはやっていかなくちゃあいけ

ないと思います。

星野さんの解放に向かって、僕たち全学連は、２つのこ

とを先頭に立って取り組んでいこうと思います。まず何よ

りもひとつは、日本全国の大学に学生自治会をよみがえら

せて、戦争反対のストライキをこの社会の在り方そのもの

を変えていく大学ストライキの復権に向かって突き進んで

いくことです。昨年の10月27日、京都大学で21世紀最初の

戦争反対のストライキを打ちました。すでに京都大学の仲

間は、今年の京大同学会選挙において、第２波のバリケー

ドストライキを、「これをやりたい人は○、やりたくない

人は×」こういう非常に激しい選択を学生に迫る形で、学

生自治会選挙をやって、勝利しました。沖縄大学において

も、沖大当局は今回の米軍属による女性殺害事件を「政治

的に利用するな」と言いながら学生自治会選挙への妨害を

かけてきましたけれども、それを全部打ち破って、自治会

執行部の再びの誕生をかちとりました。日本全国の大学で

の反戦ストライキの実現に向けて突き進んでいく、その力

をもって星野さんを解放していく、学生運動の復権でその

力をつけていきたいと思っています。

そしてふたつに、私たち全学連の多くの闘いの弁護をし

てくださった、とりわけ私の法政大学の闘いの弁護団長で

ある鈴木たつおさんを国会に送り出す、この闘いの先頭に

立っていきたいと思っています。今すでに、選挙の前哨戦

として全学連は街頭宣伝などを担って闘っています。ただ

の「国会へ向かう先生」としてではなく、私よりも半世紀

近く先輩ですが、キャンパスで職場でともに闘う仲間とし

て国会に送り出していきたいと思っています。

是非皆さん、この参議院選挙をともに闘い抜いていきま

しょう。本日のデモを力強く打ち抜いていきましょう。
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｢ 全 基 地 撤 去 ！｣ 沖 縄 県 民 大 会 に ６ 万 ５ 千 人 ！


